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重点戦略［2］

個性と魅力にあふれる
文化と学術の地域づくり

　伝統と創造に立脚した豊かで質の高い本物の文化をはじめ、高等教育機関の高い集積、活発に

展開されている国際交流などは、比肩するもののない、まさに本県の個性であり、魅力であり、大き

な力です。

　地方創生時代を迎え、地域の個性ある発展がこれまで以上に求められる中、こうした人を惹きつ

ける本県独自の個性と魅力をさらに磨き上げ、その価値を一層高め、そしてこれらを県民が再認識

するとともに、広く内外に発信していくことが、石川の活力の向上につながります。

　こうした認識のもと、様々な関係機関等とも連携・協力し、文化の薫り高い石川の実現を目指し、

さらなる文化の創造と発展、学都石川の魅力の向上、国際交流の推進を図り、国際的にも評価され

る「個性と魅力にあふれる文化と学術の地域づくり」を進めます。

●いしかわ文化振興条例を拠り所に、本県の優れた文化を県民共通の財産として次の世
代へ確実に引き継ぐとともに、新たな文化の創造を通じて文化の裾野の拡大とさらな
る文化の高みを目指します。

●有形・無形文化財や民俗文化財、歴史的文化遺産の発掘やその保存・活用を進め、魅
力を県内外へ発信します。

●県民の文化意識の向上を図るとともに、多くの人が文化を鑑賞できる機会の充実な
ど、全ての県民が文化に親しむことができる環境づくりを進めるほか、金沢城公園の整
備及びしいのき迎賓館や文化施設の利活用を促進します。

個性と魅力にあふれる文化の創造と発展

施策

1

●本県の強みである高等教育機関の集積を活かし、大学コンソーシアム石川を核とした
高等教育機関全体の「学び」の充実を図るとともに、国際機関との連携による学術交流
を促進します。

●高等教育機関の知を活かした地域活性化を推進するとともに、県が設立した公立大学
法人が運営する看護大学及び県立大学においても人材育成や地域貢献を推進します。

高等教育機関の集積を活かした「学都石川」の魅力向上

施策

2

●友好交流地域（中国・江蘇省、韓国・全羅北道、ロシア・イルクーツク州）をはじめとする
世界の各地域とのネットワークを活用し、多様な交流を推進します。また、石川の特色
や地域資源を活かした国際交流、国際協力を推進します。

●日本語・日本文化研修生や留学生等による石川の魅力や文化の発信を推進します。

●外国人住民に対する相談事業等を通じた生活支援の実施や、地域コミュニティ等への
参画促進により、外国人住民との多文化共生を促進します。

●民間国際交流団体の充実と行政との連携・協働体制づくりを進めます。また、国際社会
に通用する人材の育成に取り組みます。

国際交流の拡大とグローバル化に対応した多文化共生の促進

施策

3
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❶		石川の文化の裾野の拡大とさらなる高みを目
指し、いしかわ文化振興条例を拠り所に、本県
の優れた文化を次代に継承し、さらなる発展
につなげます。

 ◉全国最大（120億円）のいしかわ県民文化振興
基金を活用して、文化団体の自主的・主体的な
文化活動を支援します。

 ◉文学、音楽、美術、デザイン、写真、演劇、舞踊、メ
ディア芸術などの振興を図ります。

 ◉能楽、邦楽、日本舞踊などの担い手が技能を磨
く場の確保などにより、伝統芸能の継承と発展
を図ります。

 ◉輪島塗、山中漆器、加賀友禅、九谷焼などの伝
統工芸の継承と発展を図ります。

　　　【重点戦略[4] 施策6 ⑵ ❷参照】

 ◉豊かな自然に育まれた食材や、地酒、発酵食
品、これらの調理法、器としての伝統的工芸品
など、歴史と伝統に裏付けられた食文化の継承
と発展を図ります。

　　●	海外での食文化提案会などにより、本県食文
化の奥深さや多彩な魅力を国内外に広く発信
します。

 ◉茶道、華道、書道などの生活文化や芸能、国民
的娯楽の振興を図ります。

 ◉ふるさとの美しい景観・里山里海の保全、祭り
など地域住民が主体となったふるさと文化を
継承する取組みを支援するとともに、さらなる
掘り起こしに努めます。

 ◉オーケストラ・アンサンブル金沢による音楽文
化を国内外に発信します。

 ◉伝統文化の継承者や、文化に関する創作活動
などの実践者、文化財などの保存・活用に関す
る専門的な知識や技能を持つ者など、文化の
担い手を育成します。

 ◉子どもたちが伝統芸能等を体験・鑑賞する機会
を充実し、次代の文化の担い手として、石川の
優れた文化を継承していくよう取り組みます。

 ◉文化活動で顕著な成果を収めた者や文化の振
興に貢献された者の顕彰に努めます。

❶		有形・無形文化財や民俗文化財、史跡・名勝・
天然記念物などの歴史的文化遺産の発掘や、
その適切な保存、活用を進めます。

 ◉県民が文化財に親しむ機会の充実のため、公
開、活用に向けた取組みを進めます。

 ◉石川県文化財保存修復工房を中心とした文化
財の保存・修復技術の継承や情報発信に取り
組みます。

 ◉前田育徳会が所蔵する文化財の保存・研究等
を支援することなどにより、将来的な尊經閣文
庫の誘致に向けた環境を整備します。

❷		いしかわ歴史遺産、日本遺産等、地域固有の
貴重な文化財の活用を促進します。

 ◉地域に点在する有形・無形の文化財を束ね、世
代を超えて受け継がれている歴史、伝承、風習
等の本県の魅力を伝える物語を「いしかわ歴史
遺産」として認定・発信します。

 ◉日本遺産に認定された「灯り舞う半島　能登～
熱狂のキリコ祭り～」を維持・継承し、魅力を発
信します。

 ◉城下町金沢や霊峰白山の世界遺産登録に向け
て、引き続き、調査研究を進めます。

❸		金沢城の学術的価値と特徴の解明に向けた
総合研究を実施し、国内外へ情報を発信しま
す。

 ◉スマートフォン用の解説アプリケーションによ
る情報発信等を行います。

❹		兼六園を文化財庭園として保全し、次世代に
継承していきます。

⑴ 石川の優れた文化の継承と発展

⑵ 文化遺産の発掘・保存・活用個性と魅力にあふれる文化の
創造と発展

金沢芸妓の舞

オーケストラ・アンサンブル金沢

重要文化的景観「大沢・上大沢の間垣集落景観」

日本遺産「灯り舞う半島 能登～熱狂のキリコ祭り～」

文化財の修復作業

定例能（能楽堂）（写真提供 (公社)金沢能楽会）

ISH
IK
AW

A1
施	策
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❶  自主的に多様な文化に触れ、関心や理解を深
めるなど、県民の文化意識の向上を図ります。

 ◉「いしかわ文化の日」及び「いしかわ文化推進期
間」に、気軽に文化に親しめるようなイベントを
集中的に開催します。

❷  子どもや高齢者、障害者を含むあらゆる方々
が文化に親しむ機会の充実と、文化施設の充
実・利用促進に取り組みます。

 ◉文化に親しみ、より身近に感じることができる
よう、多くの人が優れた文化を鑑賞できる機会
の充実を図ります。

 ◉子どもたちが実際に体験し、本県の質の高い本
物の文化の奥深い魅力や真髄に触れる機会の
充実を図ります。

 ◉文化活動への参加や活動成果を発表する機会
の充実を図ります。

 ◉ 美術館、博物館、音楽堂など文化施設での創
意工夫を凝らした取組みにより、施設の魅力を
アップさせ、県民の文化鑑賞への意欲を高め、
施設の利用を促進します。

❸  金沢城公園の整備及びしいのき迎賓館や文
化施設の利活用を促進します。

 ◉ 金沢城公園の整備を進めるとともに、二の丸御
殿の総合的な調査研究に取り組みます。

 ◉兼六園周辺文化の森での東京国立近代美術館
工芸館の展示拠点の形成等に向けた取組みを
推進します。

 ◉季節ごとにしいのき迎賓館や文化施設が連携
したイベントの実施や、文化施設共通利用券の
発行、情報発信などにより、兼六園周辺文化の
森の回遊性向上に向けた環境整備に取り組み
ます。

⑶ 文化に親しむ環境づくり

鼠多門・鼠多門橋整備イメージ図

二の丸御殿絵図
ふれてみるいしかわの文化展

子どもいしかわ伝統芸能体験教室

橋爪門

竹ノ間

松ノ間

鼠多門橋

鼠多門

奥
書
院

菱櫓

五十間長屋

×
唐門跡

×
奥能舞台跡

建具に関する記載
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❶「大学コンソーシアム石川」を核とした、高等
教育機関の「学び」の充実を図ります。

 ◉いしかわシティカレッジ（学生の単位互換事業
など）、インターンシップ、学生の海外留学促進
等のグローバル人材育成など、高等教育機関
相互や企業等との連携プロジェクトを促進し、
学びの環境の充実を図るとともに、その魅力を
積極的に発信します。

❷  高等教育機関と国際機関等との連携を促進
し、国際的な学術交流を促進します。

 ◉学生を国連本部等の国際機関に派遣し、国際
感覚を学ぶ機会を提供します。

 ◉県内の高等教育機関やその研究者と国連大学
サステイナビリティ高等研究所いしかわ・かな
ざわオペレーティング・ユニットが連携して開
催する学会やシンポジウム等により、学術交流
を促進します。

❶  地域が抱える課題解決に向け、高等教育機関
の知を活かし、地域の活性化の取組みを推進
するとともに、地域課題に主体的に取り組み
課題解決できる人材を育成します。

 ◉高等教育機関や学生と地域が連携して実施す
る地域課題の解決への取組みに対して、支援
を行います。

❷  石川県公立大学法人により運営される看護
大学及び県立大学において人材育成や地域
貢献を推進し、地域から支持される特色・魅力
ある大学となるよう様々な取組みを行います。

 ◉看護大学については、本県の保健・医療・福祉
分野を牽引する看護師・保健師を育成します。

 ◉専門看護師をはじめとする看護リーダーの養
成にも取り組み、地域医療の質の向上に貢献し
ます。

 ◉県立大学については、農林水産業、製造業等で
活躍できる人材を育成します。

 ◉産学官連携のもと、受託研究や共同研究を推
進し、地域産業の発展に貢献します。⑴ 高等教育機関の｢学び｣の環境の充実

⑵ 高等教育機関による｢地域の活性化｣の推進

高等教育機関の集積を活かした
｢学都石川｣の魅力向上

地域での活動風景（左：加賀市東谷　右：珠洲市狼煙）

いしかわシティカレッジ

県立看護大学での講義風景

県立大学での実習風景
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❶  友好交流地域をはじめ世界各地域とのネット
ワークを活用して、多様な交流を進めます。

 ◉友好交流地域である中国・江蘇省、韓国・全羅
北道、ロシア・イルクーツク州をはじめ、世界の
各地域との積極的な交流を進めます。

 ◉東京オリンピック・パラリンピックを契機とした
新たな自治体間交流を促進します。

❷  高等教育機関の集積や文化・歴史・自然など
石川の特色を活かした国際交流を推進しま
す。

 ◉県内の大学等が行う海外との学術交流、人材
交流を促進します。

 ◉本県の豊かな文化、歴史、自然を活用し、国際
交流を推進します。

❸  地域のリソース（資源）を活用した国際協力・
貢献を推進します。

 ◉友好交流地域との技術協力のほか、JICAと連
携した国際協力を推進します。

❶  日本語・日本文化研修生や留学生等の受入れ
を促進します。

 ◉石川ジャパニーズ・スタディーズ・プログラムの
体制充実により研修生の受入れを促進します。

 ◉留学生交流会館の運営や奨学金などの支援に
より、留学生の受入れを促進します。

❷  日本語・日本文化研修生や留学生等による石
川の魅力や文化の発信を推進します。

 ◉モニターツアーやワークショップの実施を通じ
て、留学生等による海外に向けた本県の魅力
発信を推進します。

❶  外国人住民に対して相談事業等を通じた生
活支援を行います。

 ◉（公財）石川県国際交流協会や市町等が実施す
る外国人住民への相談事業を支援します。

❷  外国人住民の地域コミュニティ等への参画を
促進します。

 ◉ 市町等が開催する国際交流イベントへの支援
などにより、外国人住民と日本人住民の相互理
解を促進します。

❶  民間国際交流団体の充実と行政との連携・協
働体制づくりを進めます。

 ◉（公財）石川県国際交流協会の機能の充実に取
り組みます。

 ◉民間国際交流団体の活動を支援するとともに、
連携を強化します。

❷  国際社会に通用する人材の育成と県民の国
際理解を促進します。

 ◉ JETプログラム（※）や青少年の海外留学支援など
により国際社会に通用する人材を育成します。

 ◉国の機関や団体等と連携した国際理解講座、
国際フォーラムの開催などに取り組みます。

 ◉大学・企業等との連携や、留学生や海外の学校
との交流活動を推進し、国際的視野を身に付
けた人材を育成します。

 　【重点戦略[9] 施策1 ⑴ ❹参照】

⑴ 世界の各地域との多様な国際交流・国際協力の推進

⑵ 日本語・日本文化研修生や留学生等による
石川の魅力や文化の発信の推進

⑶ 外国人住民との多文化共生の促進

⑷ 民間国際交流団体の充実と国際社会に通用する人材育成

国際交流の拡大とグローバル化に
対応した多文化共生の促進

※JETプログラム（Japan Exchange and Teaching Programme：
語学指導等を行う外国青年招致事業）…外国青年を招致して地
方自治体等で任用し、外国語教育の充実と地域の国際交流の推
進を図る事業。

日本語・日本文化研修生の文化体験

中国・江蘇省との青少年交流（21世紀石川少年の翼事業）
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